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ひとすじに うつくしく たくましく

「人は人の中で人になる」
10月３１日(木)、本校を会場に、第４２回北秋田地区少年防犯弁論大会が開催されました。上小阿

仁中学校からは、３年生の片岡恵生さんが、弁士として出場し、見事、優秀賞に輝きました。恵生さ

んが、この大会に向けて、９月の中旬から準備を重ねたその努力を心から称えたいと思います。本番

での表現力には目をみはるものがあり、観客の胸に響く弁論内容でした。ここに、その全文を紹介し

ます。

片岡恵生、十五才。父から一字、母から一字をもらい名付けられたその名のとおり、毎日、恵まれ

た日々を生きています。

理想に燃えて入った陸上部。種目が定まらず試行錯誤を繰り返していたある日、厳しい勝負の世

界で、心の底から悔しい思いをし、途方に暮れていた時、心の支えになってくれたのは、先輩方でし

た。いつもその一生懸命な背中を追いかけました。先生方は、具体的に丁寧に、時に厳しく指導して

くださいました。母は一緒に涙を流してくれました。いつしか目の前の壁は低くなっていきました。自分は

一人ではない、と感じることで、エネルギーがわいてきました。僕のようになりたいと慕ってくれる後輩も

できました。「走る、跳ぶ、投げる、繋ぐ」。自分の人生の道を走り、壁を飛び越えて、未来を描き、バト

ンで心をつなぐ。陸上の精神は、生きることと似ています。その世界で、たくさんの人と関わる中で、ち

っぽけな僕が、本物の人間に近づけた。一人ではここまで来ることはできなかったと実感しています。

一方、世の中に目を向けると、毎日楽しく生活している人ばかりではありません。家にこもりっきりにな

り、一日中ゲームをするなどして過ごす生活。全国で１４６万人の人が引きこもり状態にあるというニュ

ースを目にしました。傷つくことを恐れるあまり、外の世界を避け、内にこもってしまう若者の状態のこと

を「ふれあい恐怖症候群」というのだそうです。ネットでのコミュニケーションを得意とし、気軽な会話を

繰り広げることはできるけれど、目の前の人間と深い関係をつくることを、面倒だ、時間がかかる、と自

分から遮断してしまう。

僕もゲームはやります。ゲームは確かに楽しいですが、そこには生身のやりとりがありません。生きて

いる実感がないのです。実際に、人と顔を合わせて話すことで、相手の表情や息遣いなどがこちらに

伝わってきます。もちろん、学校の生活の中で、友達の一言やちょっとした誤解から、落ち込んだり苦

悩したりした経験が僕にもありました。逆に、僕の言葉が相手にうまく伝わらず、その場が気まずい空

気になったということもありました。このように、生きていれば、人と接する中で、傷つくことは確かにありま

す。しかし、その心を癒やしてくれるのも、紛れもなく、目の前の「人」なのです。

学校は小さな社会だと言われます。この学校という社会で、僕は二つのことを実践しています。一

つ目は、自分から大きな声で挨拶するということです。相手の心の真ん中に届くように、心を込めて挨

拶することで、その人と心が通じ合うように感じます。相手からも挨拶が返ってきたときは、あったかい

気持ちになります。二つ目は、落ち込んで下を向いていたり、困っていたりする仲間がいないかを感じ

て、さりげなく声をかけてあげることです。二つとも、生きている人間同士の絆づくりです。

人はみな、助け、助けられて生きています。様々な人の中でもまれ、僕ももっともっと大きな人間に

なりたいです。 そう、人は人の中で人になるのです。
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